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１．はじめに 

近年，子供の安心安全への関心の高まりに伴

い，学校や塾などの登下校における子供の見守

りが注目[1]されている．現在，登下校における

見守りはボランティア[2]が行なっている．しか

し，学区外への移動や交通機関による移動を対

象とする場合，全ての経路を網羅できない．そ

の解決策として，子供が持つ RFID（Radio 

Frequency Identification）をセンサで認識すること

で現在位置を把握する手法[3]や，専用端末に搭

載された GPS（Global Positioning System）によっ

て現在位置を把握する手法[4]がある．しかし，

機材の用意や維持管理に手間が掛かる問題があ

る．そこで，本研究では，一般に普及している

スマートフォンを用いて登下校における見守り

を支援するアプリケーションを開発する.スマー

トフォンから子供の現在位置を取得することで，

あらかじめ設定した時間と位置に子供がいるか

を保護者に通知する．スマートフォンには，GPS

測位に加えて Wi-Fi（Wireless Fidelity）測位[5]の

機能があるため，それらを併用することで，GPS

測位のみでは取得できなかった建物の近くや建

物の多い場所でも位置を取得する．さらに，数

日間における移動軌跡から子供が頻繁に利用す

る経路を特定し，その付近の犯罪情報を保護者

に提示する．なお，開発には，子供と保護者が

手軽で簡単に利用できるように Windows Phoneを

用いる． 

２．研究の概要 

本研究では，スマートフォンを用いて登下校

における子供の見守りを支援するアプリケーシ

ョンを開発する．アプリケーションの概要を図 1

に示す．本アプリケーションは，現在位置確認

機能と犯罪情報提示機能から構成される．現在

位置確認機能では，登下校における子供の見守

り支援のため，あらかじめ設定した時間と位置

に子供がいるかを保護者に通知する．犯罪情報

提示機能では，子供が犯罪に巻き込まれること

を未然に防止するため，子供が頻繁に利用する

経路における犯罪情報データベース中の犯罪情

報を保護者に提示する．なお，犯罪情報データ

ベースは，本アプリケーションの登録画面にお

いて，あらかじめ手入力した犯罪発生日時，位

置や詳細から構築されることとする． 

２．１ 現在位置確認機能 

本機能では，登下校における子供の見守り支

援のため，あらかじめ設定した時間と位置に子

供がいるかを保護者に通知する．まず，入力デ

ータである子供の現在位置と設定した位置の緯

度と経度から距離を求める．次に，距離が閾値

以内であれば，子供が設定した位置にいること

とし，設定した位置に子供がいるかどうかを保

護者に通知する．これによって，保護者は，設

定した時間に子供が学校や塾に登校しているか

を簡単に確認できる． 

２．２ 犯罪情報提示機能  

本機能では，子供が犯罪に巻き込まれること

を未然に防止するため，子供が頻繁に利用する

経路における犯罪情報を保護者に提示する．ま

ず，入力データである数日間における子供の移
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図 1 アプリケーションの概要 
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動軌跡から任意の位置を選択し，その位置と距

離が近い別日の位置をグループ化することで子

供が頻繁に利用する経路を特定する．次に，犯

罪情報データベースを参照し，子供が頻繁に利

用する経路から任意の犯罪発生位置までの距離

を求める．そして，距離が閾値以内であれば，

その犯罪情報を保護者に提示する．これによっ

て，保護者は子供が頻繁に利用する経路におけ

る危険を事前に知ることができる． 

３．実証実験と考察 

実証実験では，まず，子供が設定した位置に

いるかを判定できるか確認するために，2 地点間

の距離計測精度を検証する．さらに，数日間に

おける移動軌跡から子供が頻繁に利用する経路

を特定できるかを確認するために，通学路の特

定精度を検証する．これらを検証することで，

本アプリケーションの有用性を確認する． 

３．１ 実証実験 

距離計測精度の検証では，まず，GPS 測位と

Wi-Fi測位を併用し，11地点における緯度と経度

を取得する．次に，11地点から構成される 10 区

間の距離を計測する．最後に，計測結果を地図

上での距離と比較し，距離計測の平均誤差を検

証する．通学路の特定精度の検証では，学校へ

の通学路を子供が頻繁に利用する経路とする．

そして，家から学校まで決まった通学路で登下

校した時の移動軌跡 5 セットと通学路ではない

場所に行った時の移動軌跡 2 セットから通学路

を特定し，それを目視で確認する．なお，本実

験では，1 週間の内 5 日は学校に行ったと仮定し，

5 日以上通った経路を通学路とする．実証実験の

例を図 2に示す． 

３．２ 結果と考察 

距離計測精度の検証結果（表 1）から，本手法

によって 0.024km の誤差で距離計測できること

がわかる．この誤差は，測位結果に含まれる誤

差によるものである．この誤差の解決策として

は，連続して取得した位置から移動距離や方向

を推定することで，誤差の少ない位置のみを取

得することが考えられる．通学路の特定結果

（図 2）から，本手法によって子供の移動軌跡か

ら通学路を特定できることがわかる．本実験で

は，5 日以上通った経路を通学路としたが，日数

を変更することで，塾の通学路なども特定でき

る．しかし，犯罪情報提示機能では，犯罪情報

をあらかじめ手入力しておく必要があるため手

間が掛かる．この解決策としては，国や地方自

治体が提供する防犯マップから犯罪情報を自動

的に取得することが考えられる． 

４．おわりに 

本研究では，スマートフォンを用いて登下校

における子供の見守りを支援するアプリケーシ

ョンを開発した.そして，実証実験の結果，本ア

プリケーションの有用性を確認した．今後の予

定としては，実証実験の結果と考察で示した測

位誤差の軽減手法と犯罪情報の取得手法を実現

することで，より実利用に適したアプリケーシ

ョンの開発を目指す． 
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図 2 実証実験の例 

距離計測の例 通学路の例

非通学路の例 特定した通学路

表 1 距離計測精度の検証結果 

本手法 地図上 計測の誤差

0.211km 0.206km 0.024km
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